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取材で知り合ったクルド難民。とても素敵な家族だったが、日本で暮らすことが許されず、成田空港まで見送りに行った。あの日の悔しさは忘れていないけれど、「これから」に向けたことも
またずっと考え続けている。（伊藤剛）

とある媒体の企画で「OL の服装例」を列挙した際、
「“ ショートパンツにハイヒール ” は
常識的な働く女性の服装ではない」と指摘され、
社会の常識を知った。
ちなみに夏の ASOBOT の女性社員は、
全員ハワイにいるような格好なのですが･･･。

（嘉村真由美）

伊藤くんとナオから
誕生日にプレゼントでもらった
「折りたたみ自転車」。
ASOBOT として
初めてみんなでプロデュースした
美容室『TUCC I』に敷き詰めた
1000 個のピンクの風船の中を、
ワクワクしながら走り回った。

（伊勢華子）

『GENERAT ION  T IMES』創刊号で
密着取材した故・筑紫哲也氏。
道後温泉で地元の方とさんざん呑んだ後、
部屋に戻った筑紫氏が 1 時間のマッサージを終えて
朝 2 時に宴会に復帰してさらに呑み始めた。
ジャーナリスト魂を教えてもらった。

（今村亮）

取材の帰り道。
思わず口から出た「忙しい」という言葉に、仕事先の友人は「“ 忙しい ” っていう字は“ 心を亡くす ” って書くから、
口にしたらダメだよ」と教えてくれた。それ以来、「忙しい」という口癖を止めることにした。

（澤田美希）

社会人 1 年目の冬。

「おつかれさま」と
封筒に入った

初のボーナスを直接
手渡された。

初めて自分自身で

お金を稼いだ実感が
あった。

（川村庸子）

ASOBOT 設立記念日

ASOBOT 入社。

代表の伊藤が入社
前に語っていた

「ライフワーク（
生きがい）」と

「ライスワーク（
仕事）」を近づけ

る働き方。

いまだ模索中。

でも、なかば “ 思
考停止 ” していた

脳は

再始動をはじめて
いる。

（笠原憲）

仕事先の人から

「みんながあなた
と同じことができ

ると思わないよう
に。

同じようにあなた
もみんなができる

ことができないの
だから」

と他人と仕事をす
る時の大切なこと

を優しく諭しても
らった。

（近藤ナオ）
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私たち ASOBOT は、昨年「12 月 27 日」に無事 10 周年を迎えることができました。

出会ったすべての人々の温かいご支援のお陰だと思っています。本当にありがとうございます。

昨年は、私たちにとっても、みなさんにとっても、「3 月 11 日」に起きた震災は

きっと多くのことを考え直すきっかけになったことだと思います。

できることは何かと悩み、できることの少なさに勝手に無力感を覚え、

それでも「忘れない」ということだけはできることなのだと、新年を迎えながら改めて思いました。

けれど、それは思っているよりもとても難しいことです。

誰かを想って、記憶を紡ぐ。

それは決して “ 懐古主義 ” ということではなく、「思い出す」という行為や

それに費やす時間そのものは、きっと誰かとの “ これから ” を伝えること。

お送りしたものは「今年のカレンダー」ではありません。

誰かとの “ いままで ” と “ これから ” の時間をコミュニケートするための、一風変わった「手紙」です。

みなさんからも大切な誰かに想いを伝えられるようにと、一セット同封させていただきました。

「封筒」も再利用できるようになっています。もしよろしければ、お使いください。

「忘れない」ということが、誰かの人生を少しでも支える想いとなることを願って。　　　ASOBOT 一同
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